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　広島市では、市内から発

生する産業廃棄物の実態

を把握するため、概ね５年

毎に産業廃棄物実態調査

を実施し、発生量・処理量

等を推計しています。

　本書は、平成２６年度に

実施した調査結果をとりま

とめたものです。

●調査対象業種
　 農林漁業を除く業種

●調査対象年度
　 平成２５年度

●調査方法等
　 排出事業者（抽出）に調査票
を送付し、回収した結果をもとに
全体の発生量・処理量等を算
出しました。
　 なお、発生量２２３万トンのう
ち、２１３万トン分（全体の９５％）
は調査回答から得られた実績
値、１０万トン分（全体の５％）は
推計値です。

平成２５年度に広島市内から
排出された産業廃棄物は

　２１３万トン（推計値）

　平成２５年度に広島市内の事業所から発生した産業廃棄物等は２２３万６千トン、このうち、他者に

有償で売却されたもの※を除くと、２１３万１千トンが産業廃棄物として排出されています。排出された

産業廃棄物の９９％は焼却・脱水等の中間処理が行われており、最終的に、７３万５千トンが再生利

用、８万９千トンが埋立処分されています。

（※他者に有償で売却されたものは法律上では廃棄物に該当しません。）

産業廃棄物等発生量　223万6千トン

産業廃棄物　213万1千トン
廃棄物として排出したもの（廃棄物排出量）

他者に有償で売却したもの

中間処理量　211万4千トン
焼却 脱水などの中間処理をしたもの

中間処理後
80万6千トン

中間処理による減量130万8千トン

再生利用
73万5千トン

埋立処分
8万9千トン

中間処理なし
1万8千トン

発生
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廃棄物排出量の

61.4％

廃棄物排出量の

34.5％

廃棄物排出量の

4.2％

産業廃棄物の排出量（213万トン）はどのくらいの量か

家庭ごみ

21万トン

事業系
一般廃棄物

15万トン

産業廃棄物

213万トン10倍

14倍

　広島市内の家庭から排出されるごみは２１万トン、事業

所等から排出される一般廃棄物（産業廃棄物以外のご

み）は１５万トンです（平成25年度）。

　産業廃棄物の排出量は、家庭ごみの１０倍、事業系一

般廃棄物の１４倍になります。

汚泥 がれき類 ばいじん

金属くず 鉱さい 廃油 動植物
性残さ

紙くず 感染性
廃棄物

廃酸・
廃アルカリ

建設混合
廃棄物

動物系固形不要物
繊維くず              
ゴムくず　　　　　　　
など

145.1

34.5

　産業廃棄物の種類をみると、汚泥が最も多く、次いでがれき類とな

っており、この２種類で総量の約８割を占めています。

　上記以外では、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、ばいじん、木くず、

廃プラスチック類、金属くず等の排出が多くみられます。

　（万トン）

(平成25年度）

0.08
0.05
0.03

注）数値は四捨五入しているため、
　　 合計が一致しないものがあります。

中間処理後の量

有償物　10万5千トン
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産業廃棄物排出量

213万1千トン

建設業

55万9千トン

（26％）
127万6千トン

（60％）

製造業

24万3千トン

（11％）

その他

5万4千トン

（3％）

どんな事業者から排出されているのか

　産業廃棄物の排出量を業種別にみると、電気・ガス・熱供給・水道業が最も多く、次いで、建

設業、製造業となっています。

　また、上記の業種と比べると、量は少ないものの、ほぼ全ての業種から産業廃棄物の排出が

みられ、卸・小売業、医療・福祉では１万トン以上、サービス業、飲食・宿泊では５千トン以上の

産業廃棄物が排出されています。

電気・ガス・熱供給・水道業、建設業、製造業がトップ３
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　建設業からの排出状況は、がれき類が最も多く、６割以

上を占めており、次いで汚泥、木くずとなっています。
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　製造業からの排出状況は、汚泥、ガラス・コンクリート・陶

磁器くず、鉱さい、廃プラスチック類の順で排出量が多くな

っているます。

　また、製造業から金属くずは１０万９千トン発生しています

が、そのほとんどは有償売却されており、廃棄物として排出

されるのは１割未満です。
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　卸・小売業では、廃プラスチック類、金属くずの排出が多

くなっています。

　医療・福祉では、感染性廃棄物が排出量の約半数を占

めています。

　サービス業では、金属くず、汚泥、廃プラスチック類の排

出が多くみられます。

　飲食・宿泊では、廃油が最も多く、次いで汚泥となってお

り、この２種類で９割以上を占めています。

　電気・ガス・熱供給・水道業からの排出量

は１２７万６千トンであり、そのほとんどが汚泥

です。

　電気・ガス・熱供給・水道業の中の内訳を

みると、下水道業からの排出量が１１５万５

千トンと群をぬいており、電気・ガス・熱供給・

水道業の９割以上を占めています。

注）数値は四捨五入しているため、
　　 合計が一致しないものがあります。
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排出された廃棄物は

どのように処理されているのか
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【主な廃棄物の処理・処分状況】

中間処理

（主な中間処理方法） 埋立処分 再生利用
中間処理による減量

排出量に対する処分等の割合（％） 再生利用用途

埋立処分量が多いものは

　排出量が最も多い汚泥は、脱水・

乾燥等の中間処理により、排出量の

約１割に減量され、処理後物の９割

以上が再生利用されています。

　がれき類については、破砕・選別等

が行われた後、８割以上が再生利用

されています。

　その他、ばいじん、木くず、紙くず、

金属くず等も概ね９割が再生利用さ

れています。

　一方、廃プラスチック類は他の種類

と比べると再生利用の比率が低く、

排出量の約３割が埋立処分されてい

ます。

12％

9％

52％

68％

その他

廃プラスチック類

ガラス・コンクリート・
陶磁器くず

がれき類

汚泥

排出 埋立

　循環型社会を構築するためには、で

きるだけ再生利用を進め、埋立処分

を少なくするよう取り組む必要がありま

す。

　埋立処分量の内訳をみると、がれき

類が最も多く、全体の約半数を占めて

います。

　また、廃プラスチック類も１割以上を

占めています。

　排出量の６割以上を占める汚泥は、

脱水等の中間処理により大幅に減量

されるため、埋立処分量では７％を占

めるにとどまっています。

汚泥は　中間処理により排出量の約１割に減量

埋立割合が高いのは、がれき類、廃プラスチック類

脱水等により

排出量の１/１０に

20
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100％
排出量に占める割合 埋立処分量に占める割合
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排出された廃棄物は

どこで処理されているのか
今後、廃棄物の量はどうなっていくのか

中間処理（委託）が行われている地域

中間処理（委託）、埋立処分ともに、広島市内での処理が約６割

広島市外

32万トン

37％

広島市内

53万8千トン

63％

委託中間

処理量※

85万9千トン

広島県

中国地方
（広島県以外）

九州

近畿

19.3万トン

広島市外の内訳

3020100

（万トン）

埋立処分が行われている地域

広島市外

3万1千トン

35％

広島市内

5万8千トン

65％

埋立処分量

8万9千トン

広島県

中国地方
（広島県以外）

その他 0.1万トン

広島市外の内訳

3210

（万トン）

排出量はほぼ横ばい（予測）

排出量

0

210

250

213万1千トン
213万9千トン

埋立処分率
4.2% 4.2%

25年度　　　26年度　　　27年度　　　28年度　　　29年度　　　30年度　　　31年度　　　32年度

種類別の将来予測

汚泥

145.1

平成

25年度

平成

32年度

がれき類

34.5

その他

25.5

ガラス・コンクリート・

陶磁器くず

8.1

145.4 34.8 25.5

8.2

50 100 150 200

0.3万トン増 0.3万トン増

７ ８

※委託中間処理量とは、中間処理量のうち、
   委託業者が中間処理を行った量をいいます。

　平成２５年度の排出量を基準とし、業種ごとに排出量に関連する指標を用いて平成３２年度までの排出量等を予
測しました。

　排出量、埋立処分率とも大きな増減はなく、ほぼ横ばいで推移すると予測されました。

5

排出量
（万トン）

埋立処分率

（％）

0.3％
増

（万トン）

7.0万トン

4.2万トン

1.4万トン

2.8万トン

0.2万トン

など



廃棄物の排出・処理について

どのように考えているのか

９ １０

排出事業者への意識調査結果

産業廃棄物と一般廃棄物の処理方法の
違いに関する認識

問.産業廃棄物と一般廃棄物の処理方法の違いは分かりますか

分かる

37％

ある程度分かる

46％

よく分からない

17％

６割以上が

産業廃棄物と一般廃棄物の

違いについて分からないところあり

減量・リサイクルの取組

問.廃棄物の減量・リサイクルに取り組んでいますか

取り組んでいない理由

取り組んでいる

又は取り組む予定

　　　　　　　　75％

取り組んでいない

（予定なし）

25％

1　発生量が少ない

2　 どうすれば良いか分からない

3　 人的な余裕がない

廃棄物処理に関する情報の入手

問.廃棄物処理に関する情報は十分入手していますか

知りたい情報

取り組んでいる

又は取り組む予定

　　　　　　　　75％

取り組んでいない

（予定なし）

17％

1　法令等による遵守事項

2　 減量・リサイクルの取組方法

3　 リサイクル業者情報

4　 廃棄物の排出方法

入手している

　　　　　　　　38％

入手しているが
良く分からない
ところがある

32％

あまり入手
できていない

30％

排出事業者及び処理業者に対して行った廃棄物の適正処理、リサイクル等に関する意識調査の抜粋です。

６割が十分入手できていない

望ましい提供方法

1　リーフレットの作成・配布

2　 市ホームページに掲載

3　 講習会・研修会の実施

行政に改善してほしいこと

問.廃棄物処理に関する行政の施策展開について、改善してほしい点はありますか

産業廃棄物のみ、一般廃棄物のみではなく、
両方をあわせて必要なことの説明や情報の提供をしてほしい　 28％

報告内容を簡略化してほしい ２1％

1

2

3

4

ホームページが分かり難い
ので改善してほしい

減量・リサイクルや適正処理に
ついての説明会を
開催してほしい

10％

9％

処理業者への意識調査結果

廃棄物処理に係る問題点

問.産業廃棄物の処理について課題や問題点はありますか

適正価格で受託できない

29％

人員確保が
できない

1

2

3

4

新設・増設の用地が
確保できない

減量・リサイクルや適正処理に
ついての説明会を
開催してほしい

10％

9％

18％

8％

廃棄物の保管場所が
足りない 5％

地域住民の理解が得られない、
地域住民から苦情が寄せられる 2％5

排出事業者サイドの問題点

問.排出事業者サイドにおける問題点はどのようなものがありますか

排出者責任の意識が希薄であり、
契約やマニフェスト記載等を丸投げ
される 31％

排出事業者が
法令等の遵守事項を
知らない

1

2

3

4
契約していない
廃棄物の処理を
依頼される

21％

17％

7％

分別が徹底
されていない
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